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成果報告書 

社会基盤工学専攻 博士課程 薛 迪緯 

 

1. 太平洋鋼構造会議とは 

太平洋鋼構造会議（Pacific Structural Steel 

Conference：略称 PSSC）は，1986年より太平

洋鋼構造協議会（Pacific Council of Structural 

Steel Associations：略称 PCSSA）の環太平洋地

域各国持ち回りで 3年に 1回開催されている．

土木/建築を横断した鋼構造についての論文

発表，意見交換など，国内外の研究者やエン

ジニアが交流を深める場となる．この度，会

議に参加することで，環太平洋諸国の鋼構造

関連団体間の交流と共通課題を解決するこ

と，また，諸国の先進建設技術を習得するこ

とが期待されていた．今回，第 13回 PSSC2022

は 10月 27日～31日に中国西南部の経済文化

中心都市とする四川省・成都市で開催された． 

 

2. 発表の概要 

報告者は，大会三日目に開かれたセッショ

ン「New Type Composite Structures」に参加し，「Preliminary study for the mechanical 

performance of a corrugated steel plate shear panel damper」という題目で報告した．本研究

の背景については，東北地方太平洋沖地震と兵庫県南部地震では，本震の後に強い余震

が多数観測されている．首都直下地震，東南海地震といったマグニチュード 7 越え複

数の地震動が連動して発生する可能性がある．このような想定外の事象に備え，対象構

造物の危機耐性を強化するために，犠牲部材とするせん断パネルの変形能などの制震

機能をこれまでの汎用的せん断パネルに比較し，複数回の強震に耐えうるよう数倍向

上させるような機能強化を考慮すべきだ．上述した研究背景に基づき，報告者は

「Corrugated steel plate shear panel damper」（波形鋼板せん断パネル）を提案し，その力

学性能を明らかにすることを目指している． 

この報告では，報告者は有限要素解析手法を通して提案した波形鋼板を有するせん

断パネルの基礎力学性能を検討し，また，主要な構造パラメータが力学性能に与える影

響を把握した．具体的には，まず，波形鋼板せん断パネルの実大寸法を決定し，それぞ

れの解析モデルを構築した．そして，既往の研究で採用された繰り返し載荷パターンを

解析モデルに与えて実際の挙動を再現した．最後に，せん断パネルの構造パラメータを

変動させることでパラメトリック解析を行い，各構造パラメータによる影響を検討し

た．質問応答では，セッションの主催者で鋼構造専門家の中国の重慶大学の Ke Ke 教

授に非常に有意義な研究で，これからの研究成果を期待しているとの評価を頂いた．な

お，今回の報告で扱ったのが，国際ジャーナルに投稿することを目指して準備を進めて

いる内容であった． 

PSSC会場 


